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梅雨の期間中なのに毎日暑い日が続いていた 7月 13日(木）、午前 10時の気温 31度、湿度 65％

です。前回の撮影からほぼ1ケ月を過ぎたので、部門内の撮影に出かけてみました。 

研究本館と防災研究棟の間でコンクリートの隙間から元気よく「ブタナ」が咲いていました。コ

ンクリートの隙間の僅かな土があれば咲くことができるのでしょうか？

前回は「メダカ」の撮影が出来ませんでしたが、今回はやっと成功しました。また、「ショウジョ

ウトンボ」のオスとメスがいましたがオスの方が綺麗に見えるのは私だけでしょうか。

今日は、これで終わりにしょうと思ったら「モンシロチョウ」と「ハクセキレイ」を発見、車を

止めてカメラマンが汗をかきながら近づき、上手に撮影してくれました。 

今日は、ラッキーな一日でした。 

ブタナ メダカ

ショウジョウトンボ・オス ショウジョウトンボ・メス

モンシロチョウ ハクセキレイ

(撮影者：技術移転部移転推進室 笹倉) 
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